
 

国立大学法人島根大学役員会（第３５２回）＜議事要録＞ 

 

日 時   令和２年６月２日（火） １４：００ ～ １５：１０ 

場 所   本部棟３階 特別会議室（WEB会議利用） 

出席者     服部学長，藤田理事，秋重理事，荒瀨理事，井川理事，長澤理事，上野理事 

欠席者     宮脇理事 

〔陪席：千家監事，篠塚監事，企画部長，教育・学生支援部長，総務部長，財務

部長，医学部事務部長，自然科学系事務部長，企画広報課長，教育企画

課長，総務課長，財務課長，施設企画課長，医学部総務課長，監査室長〕 

 

議題１ 国立大学法人島根大学職員給与規程等の一部改正について 

○ 藤田理事から国立大学法人島根大学職員給与規程等の一部改正について説明があった。 

○ 篠塚監事から特殊勤務手当の支給対象となる職員の範囲として「防護衣等を着用し」

との文言があるが，全員が防護衣を着用しているのか，緊急の場合で防護衣を着用して

いなければ，手当が支給されないことになるのではないかとの確認及び意見があった。

井川理事から救急外来であっても防護衣を着用しているとの回答があり，原案どおり議

決された。 

 

議題２ 令和２年度内部留保金の使用可能額について 

議題３ 令和２年度内部留保金の使用申請について 

○ 議題２，３は，関連があるため，あわせて審議された。 

○ 長澤理事から令和２年度内部留保金の使用可能額について，令和２年度内部留保金の使

用申請について説明があり，いずれも原案どおり議決された。 

 

議題４ 令和３年度施設整備事業等の概算要求について 

○ 長澤理事から令和３年度施設整備事業等の概算要求について説明があり，原案どおり議決

された。 

 

議題５ パワハラ防止対策の義務化に伴う本学規則の改正について 

○ 千家監事から法改正（令和２年６月１日施行）によりパワハラ防止対策が義務化されたが，

本学規則の改正がなされていないことについて，状況確認のための議題提起があった。 

○ 藤田理事から以下の回答があった。 

・ 法改正にあわせハラスメントの相談段階で調整の手続きを加え，教育指導の改善とセッ

トにした問題解決の手続きを行うという規則改正の準備をしていたが，調整業務の内容整

理，調整を担う学内担当者の位置付けが定まらず規則改正が遅れている。 

・ 法改正によるパワハラ防止対策の強化やハラスメントの項目の整理については，本学の

現行規則では「その他のハラスメント」として事例をあげて運用してきているため，現行

規則の運用で当面はその対応が可能である。 

・ できるだけ早期に改正案を提示し，過半数代表者の意見を聴いたうえで，規則改正を進

めていきたい。 

○ 千家監事から法改正から規則改正までの間にハラスメントが起きた場合に優先されるの

は，改正法なのか本学の現行規則なのか確認があり，藤田理事から規則適用は，改正法を前

提にし，改正法の趣旨を取り込んで解釈し適用するとの回答があった。 

○ 早急に規則を整備し，役員会に諮ることとなった。 

 



 

 

協議事項１ 定期モニタリングの実施について（教育情報の公表の状況） 

○ 荒瀬理事から「教育情報の公表の状況」についての内部統制報告書の説明があった。 

○ 篠塚監事から内部統制の課題(1)～(3)に対する課題解決へのスケジュールについて確

認があり，荒瀬理事から以下の回答があった。 

・(1)：定期更新が例年５月であるため，来年５月までに対応する。 

・(2)：HPの構造上の問題であり，スケジュールは未定。 

・(3)：現在検討中であり，夏ごろまでに対応する。 

○ 藤田理事から統制活動の実績(1)について，印刷物やHPの記載内容の齟齬の確認方法に

ついて確認があった。荒瀬理事から各学部・研究科に更新を依頼するとともにHPの内容

を教育企画課において確認しているとの回答があった。 

○ 千家監事から内部統制の課題(3)のホームページの改善については，各学部のページに

リンクするのではなく，発想をかえて大学TOPページの直下に教育情報の公表に関する大

学全体のページを作り，そのページを更新するという形にすべきではないかとの意見が

あった。 

 

報告事項１ 附属病院運営状況について 

○ 井川理事から附属病院運営状況について報告があった。 

 

報告事項２ 第１８１回教育研究評議会の議題等について 

○ 学長から第１８１回教育研究評議会の議題等について報告があった。 

 

報告事項３ 第１０８回経営協議会の議題等について 

○ 学長から第１０８回経営協議会の議題等について報告があった。 

 ○ 千家監事から第１０６回経営協議会において，学外委員から「フレックスターム導入

による昨年度の実績について」及びパワハラ防止対策の義務化にも関連する「ハラスメ

ント防止体制について抜本的な対策を講じる必要がある」との意見に関する事項を報告

事項に加えるよう意見があった。学長からいずれも報告事項に加えるとの回答があった。 

 


